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新 しい注射用セフェム系抗生物質cefluprenam(CFLP)の 産婦人科領域感染症に対する有効性および

安全性 を臨床的に検討 した。対象は子宮内膜炎3例,感 染流産1例,骨 盤腹膜炎3例,バ ル トリン腺膿

瘍1例,リ ンパ節炎1例 の計9例 であった。本剤1回1gを1日2回,4～16日 間投与 した結果,著 効

4例,有 効3例 および無効2例 の臨床効果が得 られた。細菌学的効果は投与前菌判明例の5例 で判定 し

た。5例 中消失1例,菌 交代1例,不 明3例 であった。副作用の出現はみられず,臨 床検査値の異常変

動は2例 に認められた。
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Cefluprenam(CFLP)は エ ー ザ イ株 式 会 社 で新 規 に合

成 され た セ フ ェ ム 系 抗 生 物 質 で,Staphylococcus aureus

を含 む グ ラ ム 陽性 菌 か らPseudomonas aeruginosaを 含

む グ ラ ム陰 性 菌 まで 幅 広 く抗 菌 力 を有 す る。 特 に 第三 世

代 セ フ ェ ム剤 に 高 度 耐 性 を 示 すEnterobacter属 お よ び

Citrobacter属 に 優 れ た 抗 菌 力 を 有 す る。 ま たEnter-

ococcus faecalisに 対 し て セ フ ァ ロ ス ポ リ ン剤 で も っ と

も強 く,そ の 抗 菌 力 はPiperacillinと 同 等 で あ る1)。各種

細 菌 産 生 の β-lactamaseに 安 定 で,結 合 親 和 性 が低 く,

さ らに 血 清 蛋 白結 合 率 が 小 さ くほ とん どが 遊 離 体 と して

存 在 し,優 れ た生 体 内 効 果 が 期 待 で き る と言 わ れ て い

る2)。

今回,我 々は本剤の有効性および安全性を検討する機

会 を得たので報告する。

対象は1992年7月 か ら1992年11月 までに,大 阪市立

大学附属病院および関連施設に入院した産婦人科感染症

を有する患者で,本 剤投与の同意の得られた患者である。

年齢は20歳 から64歳 までであった。症例内訳は,子 宮

内膜炎3例,感 染流産1例,骨 盤腹膜炎3例,バ ル トリ

ン腺膿瘍1例 およびび リンパ節炎1例 の計9例 であった。

CFLPの 投与方法は1回1gを1日2回,4～16日 間

点滴静注した。総投与量は6～31gで あった。

臨床効果の判定は,発 熱,自 発痛,圧 痛,局 所発赤,

腫脹などの臨床症状およびCRP,白 血球数ESRな ど炎

症反応の推移で判定 した。

著効:主 要 自他覚症状が3日 以内に著 しく改善 し治癒

に至った場合

有効:3日 以内に改善の傾向を示 し治癒に至 った場合。

無効:3日 経過 しても改善の傾向がみられないか悪化

した場合

細菌学的効果は分離菌の消長により消失,減 少 または
一

部 消 失,菌 交 代,不 変,不 明 の5段 階 と した。 また 臨

床検査値 については,CFLP投 与前後で血液一般,肝 機

能,腎 機能,尿 検査を実施 し異常変動の有無および本剤

との関連性 を判定 した。

CFLPの 臨床成績一覧をTable 1に 示 した。子宮内膜

炎3例 は著効,感 染流産1例 は有効,骨 盤腹膜炎3例 中

1例 は著効,2例 は有効,バ ル トリン腺膿瘍1例 および

リンパ節炎1例 は無効であった。細菌学的効果は投与前

の菌判明例5例 について検討 した。5例 中1例 は消失,
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Table 1. Clinical results of cefluprenam treatment

N.T.:Not tested

Table 2. Laboratory findings before and after cefluprenam treatment

B:Before,A:After

1例 は 菌 交 代 で3例 は 投 与 後 の 検 査 を な し 得 ず 菌 の 消 長

は 不 明 で あ っ た 。 菌 種 で み る とPeptostreptococcus

anaerobius,Peptococcus sp.お よ びPrppionibacterium

sp.各1株 の 計3株 が 消 失 しS.aureus 1株,Staphylococ-

cus sp.2株,Gardnerella vaginalis 1株 の 計4株 は 不 明

で あ っ た。

安 全 性 に つ い て は,副 作 用 の 出現 は な く,臨 床 検 査 値

の 異常 変 動 は 好 酸 球 上 昇 お よ びGOT・GPT・ALP・ γ-

GTP・LAPの 上 昇 が1例 に,BUNの 上 昇 が1例 に 認 め

られ た(Table 1,2)。 トラ ン ス ア ミナ ー ゼ の上 昇 例 に
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ついては投与前よりやや高値あるいは正常上限値であっ

たが,上 昇の認め られた時期 より判断 し,「多分関連あ り」

と判定 した。BUNの 上昇例については,本 剤投与中に上

昇を認めたが投与を継続 した。投与終了時には投与前値

に軽快 し,そ の後の経過観察で正常域に復 した。本剤 と

の関連性は 「関連あるかも知れない」 と判定 した。

産婦人科領域感染症 において注 目すべ き菌種 はS.

aureus,E.faecalis‚âStreptococcus agalactiae 等のグラ

ム 陽 性 菌, Escherichia coli や Klebsiella pneumoniae 等

の グ ラ ム陰 性 菌,Peptostreptococcus属 やBacteroides

属 の 嫌 気 性 菌 で あ る3)。今 回 の 治 験 で は こ れ らの 多種 の

菌 は 分 離 し得 なか っ た が,CFLPの 血 中動 態 お よ び組 織

内 移 行 は 良 好 で,投 与 後6時 間 以 上 主 要 菌 種 のMIC値

を十 分 に上 回 り,1回1gの1日2回 投 与 で 治 療 目的 は

達 せ られ る もの と考 え られ た2)。

本治験での臨床効果は7/9(77.8%)で あり,ま た細

菌学的効果も高い成績が得 られた。これは本剤の広い抗

菌活性 と良好な組織内移行が反映された成績であったと

考える。 さらに臨床検査値の異常変動が2例 に認め られ

たが,副 作用は認め られず本剤の産婦人科領域における

有用性が示唆された。
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We performed clinical study on cefluprenam(CFLP),a new injectable cephem antibiotic ,and obtained the
following results.

CFLP (2g/d,iv) was given to nine patients with obstetric and gynecological infections ,consisting of 3
endometritis,1 septic abortion,3 pelvic peritonitis,1 Baltholin's abscess and 1 lymphadenitis.Judged from
clinical response,the efficacy rate was 7/9 (77.8%).No adverse drug reaction was found.Abnormal
laboratory data were recognized in 2 cases (liver function and BUN elevations).


